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庄原市役所
 もっと
働きやすい職場を…

特集

委員会報告は ➡

こちらから

は
じ
め
に

　

総
務
常
任
委
員
会
（
以
下
「
本
委
員
会
」

と
い
う
。）
で
は
、
所
管
事
務
調
査
と
し
て
、

「
特
定
事
業
主
行
動
計
画
の
進
捗
状
況
」
を

９
月
定
例
会
で
報
告
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
職
員
一
人
ひ
と
り
の
家
庭
生
活

や
地
域
生
活
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
が
基
本

で
あ
り
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
が
確
保
で
き
る
職
場

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

し
、
第
２
次
特
定
事
業
主
行
動
計
画
※
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
委
員
会
で
は
、
そ
の
計
画
の
進
捗
状
況
を

把
握
し
た
う
え
で
、
特
に
、
時
間
外
勤
務
や

休
暇
取
得
な
ど
に
つ
い
て
政
策
提
言
す
る
た
め
、

調
査
項
目
に
設
定
し
議
論
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
調
査
の
過
程
に
お
い
て
、
令
和
５

年
度
退
職
者
が
37
名
で
あ
る
こ
と
や
令
和
６

年
４
月
の
職
員
が
前
年
と
比
較
し
て
減
少
す

る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
た
め
、
計
画
に

掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
あ
る

べ
き
か
を
検
討
し
ま
し
た
。

※
特
定
事
業
主
行
動
計
画
と
は

　

特
定
事
業
主
行
動
計
画
は
、
次
世
代
育
成
支

援
対
策
推
進
法
に
基
づ
き
、
わ
が
国
に
お
け
る

急
速
な
少
子
化
の
進
行
等
を
踏
ま
え
、
次
代
の

社
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
生
ま
れ
、

か
つ
、
育
成
さ
れ
る
環
境
の
整
備
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
令
和
２
年
４
月
に
第
２
次
特

定
事
業
主
行
動
計
画（
後
期
）を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

特
定
事
業
主
行
動
計
画
の
進
捗

　

特
定
事
業
主
行
動
計
画
の
主
な
取
り
組
み

の
進
捗
状
況
は
図
１
～
３
の
と
お
り
で
、
育

児
休
業
の
取
得
率
は
目
標
を
達
成
し
て
い
ま

す
が
、
休
暇
の
取
得
と
時
間
外
勤
務
時
間
の

削
減
で
は
目
標
を
達
成
し
て
い
ま
せ
ん
。

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 進捗

女　性 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 達成

男　性 0.0％ 0.0％ 5.6％ 7.7％ 28.6％ 23.5％ 42.9％ 77.8％ 達成

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 進捗

年次有給 9.8日 10.2日 10.5日 10.4日 10.6日 10.4日 10.5日 9.7日 未達成

夏季休暇 86.5％ 83.2％ 87.7％ 85.5％ 87.3％ 84.0％ 86.1％ 83.2％ 未達成

研修厚生 55.4％ 60.9％ 70.6％ 68.6％ 75.9％ 72.5％ 73.1％ 69.8％ 未達成

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 進捗

月平均 14.2 14.1 14.2 20.5 15.6 15.6 17.2 15.0 未達成

１．安心して出産、育児をするための取り組みにおける環境整備
　　【図１】育児休業の取得率
　　目標　女性：100％維持、男性：取得率の増加
� 単位：年度、％

２．ワーク・ライフ・バランスが確保できる職場づくり
　　【図２】休暇の取得
　　目標　年次有給：年12日以上、夏季休暇・研修厚生休暇：100％
� 単位：年度、日、％

　　【図３】時間外勤務時間の縮減
　　目標　月平均11.6時間
� 単位：年度、日

【記事作成　桂藤和夫 議員】
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総
務
常
任
委
員
会
か
ら
６
つ
の
提
言

１
．
安
心
し
て
出
産
、
育
児
を
す
る
た
め
の

取
り
組
み
に
お
け
る
環
境
整
備 

｜ 

提
言
１ ｜

　

子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
活
用
な
ど

独
自
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
育
児
休
業
の
取

得
率
は
目
標
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
安
心
し
て
出
産
、
育
児
を
す
る
た

め
、
継
続
し
て
環
境
整
備
に
取
り
組
む
こ
と

を
提
言
し
ま
し
た
。

２
．
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
確
保

で
き
る
職
場
づ
く
り

　

令
和
４
年
度
ま
で
目
標
に
達
成
し
な
い
要

因
と
し
て
、
災
害
復
旧
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
な
ど
へ
の
特
殊
要
因
が
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
改
善
を

図
る
こ
と
を
提
言
し
ま
し
た
。

（
１
）
休
暇
取
得
の
促
進　

 

｜ 

提
言
２ ｜

・
総
務
課
と
し
て
毎
年
度
当
初
に
有
給
休
暇

は
12
日
以
上
取
得
す
る
よ
う
管
理
職
監
督

職
へ
通
知
を
出
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
取
得
率
の
低
い
課
に
は
要
因
を
分
析

し
て
対
応
策
を
検
討
さ
せ
る
な
ど
、
よ
り

一
層
の
休
暇
取
得
の
促
進
を
図
る
こ
と
。

・
本
庁
と
支
所
の
職
員
の
休
暇
の
取
得
率
は
、

支
所
の
職
員
が
高
い
傾
向
が
あ
る
た
め
、

本
庁
支
所
の
職
員
数
や
業
務
内
容
に
つ
い

て
調
整
す
る
こ
と
。

・
休
暇
の
取
得
に
つ
い
て
、
昨
年
よ
り
多
く
取

得
す
る
方
針
を
出
し
周
知
を
徹
底
す
る
こ
と
。

（
２
）
時
間
外
勤
務
時
間
の
縮
減

　

時
間
外
勤
務
時
間
の
縮
減
に
つ
な
げ
る
た

め
、
４
つ
の
項
目
に
分
け
て
提
言
し
ま
し
た
。

①〈
時
間
外
命
令
に
関
す
る
も
の
〉 ｜ 

提
言
３ ｜

・
時
間
外
勤
務
時
間
の
各
課
デ
ー
タ
を
把
握

し
、
ど
の
よ
う
な
業
務
が
時
間
外
勤
務
の

増
加
に
影
響
し
た
か
を
分
析
す
る
こ
と
、

各
部
・
課
等
で
ど
の
よ
う
に
対
策
す
る
か

な
ど
、
改
善
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
。

・
時
間
外
勤
務
命
令
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

不
満
を
感
じ
て
い
る
声
を
聞
く
こ
と
か
ら
、

改
善
を
図
る
こ
と
。

・
時
間
外
勤
務
時
間
の
削
減
の
た
め
、
パ
ソ

コ
ン
の
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン（
毎
週
水
曜
日
）

に
よ
る
ノ
ー
残
業
デ
イ
を
令
和
５
年
10
月

か
ら
運
用
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
取

り
組
み
も
含
め
拡
充
す
る
こ
と
。

・
時
間
外
勤
務
命
令
の
退
庁
時
間
の
管
理
に

つ
い
て
、
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
る
よ
う

手
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
新
た
な
仕
組
を

導
入
す
る
こ
と
。

②〈
業
務
に
関
す
る
も
の
〉 ｜ 

提
言
４ ｜

・
本
庁
と
支
所
の
職
員
の
時
間
外
勤
務
時
間

は
、
本
庁
の
職
員
が
多
い
傾
向
が
あ
る
た

め
、
本
庁
支
所
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
調

整
す
る
こ
と
。

・
部
署
間
、
係
間
で
業
務
量
の
平
準
化
に
努

め
る
こ
と
。

・
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、
業
務
委
託
な
ど
業

務
の
改
善
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

よ
り
一
層
の
事
務
効
率
化
を
図
る
こ
と
。

・
長
時
間
の
電
話
対
応
、
窓
口
で
の
対
応
な
ど

が
あ
る
と
聞
く
た
め
、
電
話
の
録
音
対
応
・

自
動
応
答
や
窓
口
へ
の
カ
ー
テ
ン
の
設
置
な

ど
、
職
員
の
負
担
軽
減
や
時
間
外
勤
務
の
削

減
に
繋
が
る
取
り
組
み
を
早
急
に
図
る
こ
と
。

③〈
職
員
数
に
関
す
る
も
の
〉 ｜ 

提
言
５ ｜

・
令
和
３
年
３
月
の
定
員
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ

ラ
ン
は
５
１
３
人
で
あ
っ
た
が
、
令
和
５

年
４
月
の
職
員
数
は
４
９
６
名
、
令
和
６

年
４
月
の
職
員
数
は
４
７
８
名
で
す
。

　
　

こ
の
人
数
の
不
足
が
一
人
ひ
と
り
の
労

働
量
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
時

間
外
勤
務
時
間
の
削
減
の
た
め
に
早
期
の

人
員
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

・
人
員
確
保
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
地
方

自
治
体（
広
島
県
、
三
次
市　

Ｕ
タ
ー
ン

枠
で
40
歳
ま
で
、
安
芸
高
田
市　

40
歳
ま

で
、
府
中
市　

社
会
人
経
験
枠
30
～
50
歳　

等
）で
受
験
資
格
年
齢
の
引
き
上
げ
を
行
っ

て
い
る
た
め
、
基
準
の
改
正
を
図
る
こ
と
。

・
若
年
層
の
早
期
退
職
に
つ
い
て
分
析
し
、

対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

④〈
職
場
環
境
の
整
備
に
関
す
る
も
の
〉 ｜ 

提
言
６ ｜

・
職
員
の
異
動
周
期
に
つ
い
て
は
、
期
間
に

配
慮
す
る
こ
と
。

・
実
施
可
能
な
部
署
に
つ
い
て
、
テ
レ
ワ
ー

ク
の
促
進
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
導
入

な
ど
推
進
す
る
こ
と
。

・
早
期
退
職
が
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、
本

計
画
に
は
、「
安
心
し
て
イ
キ
イ
キ
働
き

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
職
場
環
境
の
実

現
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
若
い
世
代
を
育
て
、
全
体
の
奉
仕
者
と
し

て
安
心
し
て
働
け
る
組
織
風
土
の
構
築
、

若
い
世
代
の「
悩
み
等
」へ
の
組
織
的
な
対

応
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
な
ど
職
員
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、

あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
。

　

お
わ
り
に

　

本
委
員
会
か
ら
の
提
言
に
あ
る
よ
う
に
、

よ
り
具
体
的
な
対
応
策
を
検
討
し
、
更
な
る

実
態
把
握
に
取
り
組
ま
れ
、
改
善
を
図
ら
れ

る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

　

今
後
も

本
委
員
会

と
し
て

し
っ
か
り

と
注
視
を

続
け
、
改

善
に
向
け

た
活
動
を

継
続
し
て

い
き
ま
す
。

総務常任委員会の委員
（桂藤委員長、坪田副委員長、坂本、谷口、福山、國利）
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庄原市のＤＸ化
　（デジタルトランスフォーメーション）

推進に向け調査研究中！

企画建設常任委員会

① デジタル推進先進自治体三原市へ視察（８月27日）

② 「地方自治情報化ＤＸ推進フェア2024」へ視察（10月９日、10日）

　三原市では市役所業務改善の一環としてＤＸ化を
積極的に推進されています。各課より職員が参加
し、行政事務を検討するカイゼン塾で業務内容の見
直しをされていました。

　幕張メッセで開催された「地方自治情報化ＤＸ推
進フェア2024」へ視察に行きました。
　行政サービスの高度化、簡素化、地域課題の解決

　一部業務ではデジタル技術でかかる時間を大幅に
短縮し、その余裕ができた時間を窓口業務などに充
てられているようでした。

におけるＩＣＴの活用など、有識者や実務者による
様々な講演会を聴講しました。また、国内約200社
の出展者の技術展示を視察しました。

三原市デジタル化戦略課の事業の取り組み
について伺いました

幕張メッセ会場エントランスにて

視察のポイント
・デジタル化推進により市民サー
ビスの向上に繋がった事例は

・ノーコードアプリ作成ソフト
（kintone）の活用事例について
・デジタル化推進の基本的な考え
方について

視察のポイント
・行政のスリム化に繋がるシステ
ムはあるか

・地域課題を解決するためのＩＣＴ
の活用

・他の自治体での取り組みについ
ての情報収集

・国による自治体情報システム標
準化の進捗状況の確認

視察で得たこと
・職員によるカイゼン塾で業務の
見直しと業務効率を上げる。そ
の際デジタル技術を活用

・kintone を実務担当職員が活用し
業務改善に繋がるアプリを開発
している

・業務効率化により生まれた時間
を窓口業務など本来人が携わる
時間に充てることができている

視察で得たこと
・窓口業務や庁内業務を効率化で
きるシステムは多くあり、導入
自治体も多数

・一人暮らしの方の見守り支援や
自治会活動を支援するアプリも
多数あり、導入事例も増えている

・システム導入に関するコストや
効果など先進事例で確認できた

【記事作成　吉川　遂也　議員】

①書かない窓口　マイナンバーカー
ドを活用して窓口での手続きが簡
単に

②会場の様子　全国の開発事業者
が集結　

③様々なセミナーやトークセッショ
ンを聴講

④マイナンバーカードを活用した市
民アプリ　災害時の避難所支援に
も活用できる

⑤自治会の活動を助けるアプリ　回
覧板や連絡機能、見守り支援にも
活用

⑥高齢者の見守り支援システム　コ
スト負担をどこが担うか等の問題も①① ③③

②②

⑤⑤

④④

⑥⑥
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審
査
経
過

　

９
月
２
日
の
第
５
回
庄
原
市
議

会
定
例
会
に
お
い
て
、
令
和
５
年

度
庄
原
市
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

企
業
会
計
の
決
算
概
要
説
明
が

あ
っ
た
ほ
か
、
代
表
監
査
委
員
か

ら
審
査
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
各
会
計
の
決
算
認
定

の
件
は
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
。

　

次
に
、
９
月
３
日
・
４
日
・
５

日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
各
分
科

会
で
審
査
が
行
わ
れ
た
。

　

分
科
会
審
査
の
後
、
９
月
26
日

開
催
の
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に

お
い
て
主
査
報
告
・
質
疑
・
採
決

が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
定
例
会
最
終
日
の
９

月
27
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
予

算
決
算
常
任
委
員
会
委
員
長
か
ら

審
査
の
経
過
及
び
結
果
が
報
告
さ

れ
、
採
決
を
行
い
、
全
会
計
の
決

算
を
認
定
し
た
。

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
の
当
初

予
算
規
模
は
、
約
２
９
９
億
円

だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
・
物
価
高
騰
等
の
影
響
に
対
す

る
経
済
対
策
事
業
な
ど
の
実
施
も

あ
り
、
歳
出
決
算
規
模
は
約
３
３

２
億
１
千
万
円
と
な
っ
た
。

　

総
務
分
科
会
で
は
、
重
点
審
査

項
目
で
あ
る
「
会
計
年
度
任
用
職

員
の
職
員
手
当
」
に
つ
い
て
、
特

殊
勤
務
手
当
の
内
容
、
報
酬
が
年

度
途
中
で
変
更
と
な
っ
た
場
合
の

対
応
、
業
務
内
容
や
給
与
等
の
差

に
つ
い
て
、
採
用
人
数
や
継
続
雇

用
の
詳
細
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
適
正
な
配
置
に
つ
い
て
、
活
発

な
質
疑
や
意
見
交
換
が
あ
っ
た
。

　

教
育
民
生
分
科
会
で
は
、
重
点

審
査
項
目
で
あ
る
「
学
校
教
育
活

動
の
充
実
（
部
活
動
地
域
移
行
検

討
委
員
会
）」「
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
・
木
次

線
利
用
促
進
事
業
」「
地
域
公
共
交

通
路
線
の
確
保
」
に
つ
い
て
、
子

ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
補
助
金
、
家

族
介
護
慰
労
金
の
増
額
に
つ
い
て
、

生
活
保
護
事
業
に
つ
い
て
、
永
末

保
育
所
・
永
末
小
学
校
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
運
営
等
に
つ
い
て
、
活

発
な
質
疑
や
意
見
交
換
が
あ
っ
た
。 　

企
画
建
設
分
科
会
で
は
、
重
点

審
査
項
目
に
加
え
、
各
目
単
位
で
、

18
節
（
負
担
金
及
び
交
付
金
）
の

不
用
額
が
１
０
０
万
円
以
上
の
も

の
に
対
し
、
不
用
額
が
生
じ
た
理

由
に
つ
い
て
執
行
者
に
説
明
を
求

め
、
予
算
の
積
算
根
拠
に
疑
義
は

な
い
か
な
ど
、
要
因
を
精
査
し
た
。

　

主
査
報
告
に
対
す
る
質
疑
で
は
、

「
令
和
５
年
度
に
お
け
る
教
師
用

指
導
書
購
入
」
に
関
し
、
地
方
自

治
法
な
ら
び
に
庄
原
市
議
会
の
議

決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の

取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
に

基
づ
き
、
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
失
念
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
受
け
、
こ
う
し
た
事
態
が

二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
再
発

防
止
を
徹
底
さ
れ
た
い
と
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。

討
　
　
論

　

９
月
27
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護
保

険
特
別
会
計
の
決
算
認
定
に
つ
い

て
、
谷
口
議
員
よ
り
反
対
の
討
論

が
あ
っ
た
。

（
討
論
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
下

段
に
記
載
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長
報
告
（
要
旨
）

９
月
定
例
会

令
和
５
年
度

全
会
計
の

決
算
を
認
定

   各会計決算認定の審議において、谷口隆明議員より反対の討論がありました。
議案第84号 国民健康保険特別会計決算認定について
県が示す2023年度の標準保険税率は、2022年度比12.21％、１人当たりの保険税は１万1,561円の大幅引き上げ
だったが、財政調整基金4,990万円を活用し、引き上げ率を5.28％、4,618円に抑えられたことは評価している。
しかし、物価高騰の中で、99.74％の世帯が対象となる引き上げには賛成できない。2024年度からの準統一保
険税率は延期となったが、市民の生活実態を考慮し、大幅な保険税の引き上げとなる準統一保険税率の導入
は再検討すべきである。国に１兆円規模の公費投入を求め、広島県にも他県並みの財政支援を行うよう求める。

議案第86号 後期高齢者医療特別会計決算認定について
2022年10月から単身者で年収200万円以上、複数世帯では年収合計320万円以上の方々の医療費の窓口負担
が１割から２割に変わり、深刻な受診抑制が各地で起こっていると言われている。2008年度から始まった
制度だが、保険料の値上げが繰り返され、高齢者の生活を圧迫してきた。元の老人保健制度に戻し、減ら
されてきた高齢者医療の国庫負担を抜本的に増額して誰でも安心して暮らせるようにすべきである。

議案第87号 介護保険特別会計決算認定について
2021年度からの第８期庄原市高齢者福祉計画・介護保険事業計画では、財政調整基金を１億1,000万円取
り崩し、合併後初めて介護保険料の引き下げが行われた。それでも65歳以上の介護保険料の負担は限界を
超えている。全国で、家族の介護のための介護離職が毎年８万から10万人に上ると言われており、介護の
問題は現役世代にとっても大きな不安定要因である。今年度からの訪問介護の基本報酬引き下げは、ホー
ムヘルパー不足とあわせて、市内の介護事業者からも悲鳴の声が上がっている。第９期計画では、基金を
４億円活用し、引き続き介護保険料の引き下げを行われた努力は評価しているが、介護保険導入当時の精
神に立ち返り、安心して利用できる介護保険制度になるよう求める。
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主
な
議
案

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
お
う
と
す

る
も
の

�

▽
原
案
可
決

　

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
被
保
険
者
証
が
廃
止
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
行
お
う
と
す
る
も
の

�

▽
原
案
可
決

　

小
学
校
施
設
整
備
事
業　

東
小

学
校
校
舎
棟
長
寿
命
化
改
修
工
事

の
請
負
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
工
事
の

予
定
価
格
が
１
億
５
０
０
０
万
円

以
上
で
あ
る
た
め
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の

�

▽
原
案
可
決

　

子
育
て
支
援
施
設
整
備
事
業　

板
橋
小
学
校
子
育
て
支
援
施
設
改

築
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
該

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
公
布
に
よ
り
、

被
保
険
者
証
が
令
和
６
年
12
月
２

日
か
ら
廃
止
す
る
こ
と
に
伴
い
、

広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
規
約
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の

�

▽
原
案
可
決

　

令
和
５
年
度
に
お
け
る
小
学
校

教
科
用
図
書
改
訂
に
係
る
教
師
用

指
導
書
の
購
入
に
つ
い
て
事
後
的

に
議
会
の
議
決
を
求
め
る
こ
と
に

関
し
、
こ
の
事
案
を
重
く
受
け
止

め
、
市
長
、
事
務
担
当
副
市
長
及

び
教
育
長
の
給
料
に
つ
い
て
減
額

を
す
る
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す

る
も
の

�

▽
原
案
可
決

●
会
期
／
９
月
２
日
か
ら
９
月
27
日
ま
で
の
26
日
間

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
31
件
、
報
告
11
件
、
発
議
１
件

を
審
議
し
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
６
年
９
月　

定
例
会

議
案
第
70
号

議
案
第
71
号

庄
原
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

庄
原
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
72
号

議
案
第
73
号

議
案
第
74
号

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

【
施
設
の
名
称
】

庄
原
市
立
西
城
保
育
所

【
指
定
団
体
】

社
会
福
祉
法
人
お
ぬ
か
尚
友
会

工
事
の
予
定
価
格
が
１
億
５
０
０

０
万
円
以
上
で
あ
る
た
め
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の

�

▽
原
案
可
決

　

小
学
校
教
科
用
図
書
改
訂
に
係

る
教
師
用
指
導
書
を
購
入
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
予
定
価
格
が
２
０

０
０
万
円
以
上
で
あ
る
た
め
、
事

後
的
に
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

�
▽
原
案
可
決

議
案
第
95
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

東
城
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
施
設
整

備
事
業 

旧
東
城
ご
み
焼
却
施
設

解
体
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
当

該
工
事
の
予
定
価
格
が
１
億
５
０

０
０
万
円
以
上
で
あ
る
た
め
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

�

▽
原
案
可
決

議
案
第
97
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

人
　 

事

西
城
町　
　

桑く
わ
ば
ら原　

昇し
ょ
う
ど
う導　

氏

比
和
町　
　

津つ

秋あ
き　

法の
り
の
ぶ宣　

氏

�

▽
同
意

　

中
国
電
力
は
本
年
12
月
に
島
根

原
子
力
発
電
所
再
稼
働
を
計
画
し

て
い
る
。

　

島
根
原
子
力
発
電
所
で
自
然
災

害
に
起
因
し
た
原
子
炉
関
連
事
故

が
発
生
し
た
場
合
、
避
難
計
画
が

有
効
に
実
行
さ
れ
る
保
障
は
な
い

と
判
断
さ
れ
る
。
こ
れ
で
は
庄
原

市
民
の
安
心
安
全
な
生
活
、
命
、

さ
ら
に
は
庄
原
市
全
体
の
環
境
を

放
射
線
被
ば
く
か
ら
防
ぐ
こ
と
は

困
難
で
あ
り
、
現
段
階
で
島
根
原

子
力
発
電
所
２
号
機
の
再
稼
働
に

同
意
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

島
根
原
子
力
発
電
所
第
２
号
機

の
再
稼
働
は
、
避
難
計
画
全
体
が

確
立
す
る
ま
で
延
期
す
る
こ
と
を

求
め
、
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の

�

▽
否
決

発
　 

議

議
案
第
75
号

広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
96
号

庄
原
市
特
別
職
の
職
員
の
給
料
月

額
の
特
例
に
関
す
る
条
例

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

議
案
第
68
・
69
号

発
議
第
９
号

島
根
原
子
力
発
電
所
２
号
機
の
再

稼
働
延
期
を
求
め
る
意
見
書
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令和６年度 一般会計・
特別会計等補正予算

令和６年度 一般会計・
特別会計等補正予算

事業名【補正額】 補正内容

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急
支援給付事業

【1億6,926万5千円追加】

令和６年度に新たに住民税非課税となる世帯及び住民税均等割のみ課
税となる世帯へ１世帯当たり10万円、当該支給対象者の世帯員である
18歳以下の児童１人当たり５万円を支給する事業に要する経費、並び
に定額減税補足給付に要する経費を追加するもの。

事業名【補正額】 補正内容
感染症予防事業

【4,441万２千円追加】
厚生労働大臣認定通知を受けた、新型コロナウイルス予防接種後の副反応に対す
る健康被害に対し、予防接種法に基づき、死亡一時金及び葬祭料を給付するもの

会計名 補正額 補正後の総額
議案第67号 庄原市一般会計補正予算（第２号） 1億6,926万5千円（追加） 312億515万5千円

会計名 補正額 補正後の総額
議案第76号 庄原市一般会計補正予算（第３号） ２億3,134万５千円（追加） 314億8,091万２千円議案第98号 庄原市一般会計補正予算（第４号） 4,441万２千円（追加）

令和6年度一般会計補正予算

令和6年度一般会計補正予算

●一般会計補正予算（第２号）の内容

●一般会計補正予算（第４号）の主な内容

8月
臨時会

9月
定例会

原案
可決

原案
可決

事業名【補正額】 補正内容
総務一般管理事業

【4,950万８千円追加】 会計年度任用職員を含めた職員人件費の増額などによるもの

小規模崩壊地復旧事業
【1,010万円追加】

地域間調整による追加配分により市内２ヵ所が前倒し実施となったことに伴う工事請
負費の増額などによるもの

消防組合事業
【7,095万４千円追加】

備北地区消防組合の消防本部庁舎建設等に係る負担金が決定したことに伴う増額など
によるもの

●一般会計補正予算（第３号）の主な内容

会計名 補正額 補正後の総額
議案第77号 庄原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 91万７千円減額 ７億8,279万８千円
議案第78号 庄原市介護保険特別会計補正予算（第１号） 3,581万６千円追加 63億5,000万７千円

議案第79号

庄原市下水道事業会計補正予算（第１号） 補正額 補正後の総額
収益的収入 1,039万１千円追加 20億1,029万５千円
収益的支出 1,039万１千円追加 15億1,372万４千円
資本的収入 338万２千円追加 ３億4,440万４千円
資本的支出 338万２千円追加 ８億5,281万６千円

●令和６年度特別会計・企業会計補正予算
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定例会議決結果令和６年９月

■賛成全員のもの
議決日 種類 番号 事　　　　件　　　　名 議決結果

9月２日 議案
70 庄原市税条例の一部を改正する条例 原案可決
73 工事請負契約の締結について 原案可決
74 工事請負契約の締結について 原案可決

9月26日 議案

76 令和６年度庄原市一般会計補正予算（第３号） 原案可決
77 令和６年度庄原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決
78 令和６年度庄原市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決
79 令和６年度庄原市下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

9月27日 議案

95 財産の取得について 原案可決
96 庄原市特別職の職員の給料月額の特例に関する条例 原案可決
80 令和５年度庄原市一般会計歳入歳出決算認定について 認　　定
81 令和５年度庄原市住宅資金特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
82 令和５年度庄原市歯科診療所特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
83 令和５年度庄原市休日診療センター特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
85 令和５年度庄原市国民健康保険特別会計（直診勘定）歳入歳出決算認定について 認　　定
88 令和５年度庄原市介護保険サービス事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
89 令和５年度庄原市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
90 令和５年度庄原市浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
91 令和５年度庄原市宅地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
92 令和５年度庄原市下水道事業会計決算認定について 認　　定
93 令和５年度庄原市国民健康保険病院事業会計決算認定について 認　　定
94 令和５年度庄原市比和財産区特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
97 工事請負契約の締結について 原案可決
98 令和６年度庄原市一般会計補正予算（第４号） 原案可決
68 人権擁護委員候補者の推薦に意見を求めることについて 同　　意
69 人権擁護委員候補者の推薦に意見を求めることについて 同　　意

■賛否の分かれたもの

議
決
日

種　

類
番 

号 事　　件　　名
議
決
結
果

賛
成
（
人
）

反
対
（
人
）

前
田　

智
永

松
本
み
の
り

吉
川　

遂
也

藤
原　

洋
二

政
野　
　

太

坪
田　

朋
人

近
藤　

久
子

藤
木
百
合
子

谷
口　

隆
明

五
島　
　

誠

國
利　

知
史

徳
永　

泰
臣

林　
　

高
正

坂
本　

義
明

堀
井　

秀
昭

福
山　

権
二

宇
江
田
豊
彦

桂
藤　

和
夫

横
路　

政
之

赤
木　

忠
德

９
月
2
日

議
案

71 庄原市国民健康保険条例の一部を改正する条例
原案
可決17 2 ○○○○○○○○○○○○

議
長○○××○○○

72 指定管理者の指定について 原案
可決16 2 ○○除○○○○○○○○○

議
長○○××○○○

75 広島県後期高齢者医療広域連合規約の変更について
原案
可決17 2 ○○○○○○○○○○○○

議
長○○××○○○

９
月
28
日

議
案

84 令和５年度庄原市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 17 2 ○○○○○○○××○○○議長○○○○○○○

86 令和５年度庄原市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定 17 2 ○○○○○○○××○○○議長○○○○○○○

87 令和５年度庄原市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 17 2 ○○○○○○○××○○○議長○○○○○○○

発
議9 島根原子力発電所２号機の

再稼働延期を求める意見書 否決 9 10×○××××○○○×○×議長×○○○××○

〔表示例〕 　○…賛成　×…反対　欠…欠席　議長…議長職（通常は採決に加わらない）   棄…棄権　除…除斥
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一般質問
の動画は�

▲

こちらから

9月定例会では、13名が個人質問を行いました。9月定例会では、13名が個人質問を行いました。

一般質問

認
知
症
の
人
に
寄
り
添
っ
た

地
域
社
会
の
構
築
に
つ
い
て

問
認
知
症
の
人
に
対
す
る
適
切
な
接

し
方
の
効
果
的
な
技
法
と
し
て
、

「
あ
な
た
を
大
事
に
思
っ
て
い
る
」
こ
と

を
「
見
る
」「
話
す
」「
触
れ
る
」「
立
つ
」

の
４
つ
の
柱
で
、
相
手
が
理
解
で
き
る
よ

う
に
届
け
る
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
あ
る
。

　
本
市
も
取
り
組
み
を
し
て
は
ど
う
か
。

答
認
知
症
の
人
の
介
護
は
、
本
人
を

一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重
し
、
そ

の
人
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

そ
の
介
護
方
法
は
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
も
含

め
、
多
様
な
形
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
尊
厳
あ
る
暮
ら

し
を
守
る
た
め
、
市
民
や
家
族
が
ユ
マ
ニ

チ
ュ
ー
ド
の
技
法
を
含
め
、
認
知
症
の
人

に
対
す
る
適
切
な
接
し
方
を
身
に
着
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
普
及
啓
発
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

横
よこ

路
ろ

　政
まさゆき

之 議員

答
取
得
を
希
望
さ
れ
た
方
々
へ
の
支

援
は
、
各
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
や

市
内
商
業
施
設
で
の
臨
時
の
申
請
窓
口
を

開
設
し
、
本
庁
・
各
支
所
で
の
開
庁
時
間

外
で
の
申
請
・
交
付
の
受
付
な
ど
を
実
施

し
て
き
た
。

　

高
齢
者
や
障
害
者
、
福
祉
施
設
に
入
所

さ
れ
て
い
る
方
々
な
ど
へ
の
支
援
と
し
て
、

今
年
度
、
広
島
県
行
政
書
士
会
へ
の
業
務

委
託
に
よ
り
、施
設
入
所
者
に
対
す
る
カ
ー

ド
取
得
の
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
高
齢
者
等
か

ら
、
自
宅
へ
の
職
員
の
個
別
訪
問
に
よ
る

取
得
希
望
は
現
在
は
な
い
が
、
今
後
そ
う

し
た
支
援
も
周
知
を
し
、
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用

シ
ー
ン
が
拡
大
す
る
中
で
、
高
齢

者
を
中
心
に
取
得
困
難
な
方
が
お
ら
れ
る
。

　
総
務
省
で
は
、
行
政
職
員
が
施
設
や
自

宅
に
出
向
き
、
一
括
し
て
申
請
を
受
け
る

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

本
市
の
施
設
等
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
支
援
の
取
り
組
み
状

況
を
伺
う
。

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
の
普
及
と

利
用
促
進
等
に
つ
い
て
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一般質問
ここが聞きたい！

一般質問
の動画は�

▲

こちらから

一般質問
の動画は�

▲

こちらから

比
婆
い
ざ
な
み
街
道
沿
線
の

活
性
化
に
つ
い
て

問
本
市
は
、
比
婆
い
ざ
な
み
街
道
と

称
し
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
観

光
振
興
や
に
ぎ
わ
い
創
出
、
交
流
・
定
住

促
進
な
ど
を
趣
旨
と
す
る
庄
原
市
北
部

資
源
活
用
計
画
を
作
成
し
て
い
る
。

　
本
年
度
が
本
計
画
の
最
終
年
度
と
な

る
が
、
計
画
の
達
成
度
と
し
て
ど
の
よ
う

な
評
価
を
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答
こ
の
計
画
で
は
「
資
源
の
発
掘
と

磨
き
上
げ
」「
新
た
な
景
観
形
成
」

「
に
ぎ
わ
い
創
出
施
設
の
機
能
の
強
化
」

「
比
婆
い
ざ
な
み
街
道
へ
の
誘
導
」
の
４

つ
を
施
策
の
柱
と
し
て
、
展
開
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

平
成
28
年
の
計
画
策
定
以
降
、
豪
雨
災

害
や
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

各
種
事
業
が
実
施
で
き
な
い
時
期
も
あ
っ

た
が
、
街
道
沿
線
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
、

交
流
人
口
の
増
加
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ

た
と
受
け
止
め
て
い
る
。

國
くにとし

利　知
ともふみ

史 議員

　

本
年
度
、
第
４
回
と
な
る
マ
ラ
ニ
ッ
ク

大
会
を
開
催
す
る
が
、
西
城
地
域
を
拠
点

会
場
と
し
、
熊
野
神
社
を
エ
イ
ド
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
す
る
な
ど
、
街
道
沿
線
地
域
の

魅
力
を
大
会
の
中
で
し
っ
か
り
と
発
信
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

❷
令
和
２
年
12
月
、
文
化
庁
の
文
化
財

調
査
官
の
指
導
内
容
は
、「
樹
勢
も
良
い
の

で
特
に
問
題
は
な
い
。
５
年
を
目
途
に
枝

先
の
葉
の
成
長
を
調
査
し
、
そ
の
影
響
を

判
断
す
る
こ
と
。
根
ま
わ
り
を
保
護
す
る

た
め
順
路
の
維
持
に
努
め
る
こ
と
。」
で

あ
っ
た
。　
　
　

　

登
山
道
迂
回
路
の
維
持
を
す
る
た
め
に

設
置
し
て
い
る
ロ
ー
プ
や
杭
の
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
の
で
、

広
島
県
教
育
委
員
会
な
ど
と
協
議
の
上
、

こ
の
秋
に
は
地
元
有
志
の
方
た
ち
と
協
力

し
て
、
修
繕
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

来
年
度
は
、
改
め
て
樹
勢
を
調
査
し
、

専
門
家
の
ご
意
見
を
伺
う
検
討
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

比
婆
山
の
イ
チ
イ
群
は
、
国
の
天
然
記

念
物
で
あ
る
「
比
婆
山
の
ブ
ナ
純
林
」
の

指
定
範
囲
と
重
な
っ
て
お
り
、
国
定
公
園

地
内
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
、
文
化
庁
や
広
島
県
教
育
委
員
会
と

協
議
し
な
が
ら
保
存
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

答
「
育
児
相
談
」
や
「
健
診
」
の
場

で
の
意
見
交
換
や
、
市
議
会
主
催

催
の
「
市
民
と
語
る
会
」
等
で
の
聴
き
取

り
の
状
況
を
追
記
し
、
施
設
配
置
の
レ
イ

ア
ウ
ト
や
事
業
費
の
見
直
し
を
反
映
さ
せ

た
「
整
備
基
本
計
画
（
案
）」
に
つ
い
て
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
り
、
幅
広
い

世
代
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
い
た
だ
い
た
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
参
考
と
し
て
「
整

備
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
市
議
会
ま
た

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
示
し
す
る
と
と
も
に
、

設
計
業
務
等
に
着
手
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
活
動
の
推

　
進
に
つ
い
て

問
「
子
ど
も
た
ち
と
多
世
代
の
集
い

の
場
整
備
事
業
」
に
関
し
て
は
、

市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
い
く
と
さ
れ
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。
市

民
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に
本
計
画
に
反
映

さ
せ
て
い
く
の
か
伺
う
。

子
ど
も
た
ち
と
多
世
代
の
集
い
の

場
整
備
事
業
に
つ
い
て

問
❶
現
在
、
海
外
か
ら
約
２
千
万
人

も
の
観
光
客
が
首
都
圏
や
山
陰
、

広
島
な
ど
に
来
ら
れ
て
い
る
。
比
婆
山
連

峰
の
資
源
を
観
光
に
活
用
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
「
比
婆
い
ざ

な
み
街
道
物
語
」
と
し
て
広
げ
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
❷
比
婆
山
御
陵
の
門
栂
や
イ
チ
イ
群

生
林
等
の
保
存
が
、
現
地
の
状
況
か
ら

見
て
も
進
ん
で
い
な
い
と
感
じ
る
。

　
以
前
の
質
問
の
際
に
「
専
門
家
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
国
・
県
と
協
議
し
、

イ
チ
イ
群
の
保
存
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
」
と
答
弁
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
取
り

組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
❶
こ
れ
ま
で
の
具
体
的
な
取
り
組

み
は
、
比
婆
山
・
熊
野
神
社
周
辺

を
解
説
す
る
「
日
本
誕
生
の
女
神
」
の
発

刊
や
講
座
を
開
催
し
た
ほ
か
、
誘
導
看
板

の
設
置
、
観
光
推
進
機
構
に
よ
る
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
ツ
ア
ー
の
実
施
に
加
え
、マ
ラ
ニ
ッ

ク
大
会
の
開
催
な
ど
が
あ
る
。

比
婆
山
連
峰
の
活
用
に
つ
い
て

徳
とくなが

永　泰
ひろおみ

臣 議員
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一般質問
ここが聞きたい！

一般質問
の動画は�

▲

こちらから

一般質問
の動画は�

▲

こちらから

第
２
期
庄
原
市
地
域
情
報
化
計
画

の
進
捗
に
つ
い
て

問
令
和
３
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
第

２
期
庄
原
市
地
域
情
報
化
計
画
に

つ
い
て
は
、
市
民
及
び
事
業
者
の
利
便
性

向
上
、
地
域
課
題
の
解
決
、
行
政
事
務
の

効
率
化
を
図
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

と
地
域
産
業
の
活
性
化
の
実
現
を
目
的
に

掲
げ
て
い
る
。

　
地
域
情
報
化
に
は
、
担
当
課
の
み
な
ら

ず
関
係
部
署
や
市
民
・
事
業
者
を
は
じ
め

多
く
の
方
が
デ
ジ
タ
ル
化
の
ツ
ー
ル
を
活

用
し
、
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。

　
そ
の
た
め
、
市
民
の
理
解
を
得
て
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
現
在
ま
で

の
進
捗
状
況
と
課
題
、
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
見
解
を
伺
う
。

答
こ
の
計
画
で
は
、「
地
域
産
業
の
成

長
」、「
暮
ら
し
の
安
心
の
基
盤
整

備
」、「
に
ぎ
わ
い
と
活
力
の
創
出
」
の
３

つ
の
基
本
方
針
を
定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方

針
に
沿
っ
た
具
体
的
な
施
策
・
事
業
を
体

系
化
し
て
お
示
し
し
て
い
る
。

　
「
地
域
産
業
の
成
長
」
の
分
野
で
は
、
市

内
農
業
者
が
取
り
組
ま
れ
た
ス
マ
ー
ト
農

業
の
実
証
実
験
へ
の
参
画
や
、
市
内
全
域

を
網
羅
す
る
超
高
速
情
報
通
信
網
の
優
位

性
を
活
か
し
た
、
お
試
し
オ
フ
ィ
ス
の
整

備
に
よ
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
な

ど
、
地
域
経
済
活
動
に
寄
与
す
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

　
「
暮
ら
し
の
安
心
の
基
盤
整
備
」
の
分
野

で
は
、
電
子
母
子
手
帳
ア
プ
リ
の
機
能
拡

充
や
安
心
・
安
全
な
保
育
環
境
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
保
育
所
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
導
入

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
を
実
感
し

て
い
た
だ
け
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

る
。

　
「
に
ぎ
わ
い
と
活
力
の
創
出
」
の
分
野
で

は
、
市
内
観
光
施
設
等
に
つ
い
て
、
利
用

者
が
無
料
で
利
用
で
き
る
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
設
備

を
整
備
す
る
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
よ
り
多
く
の
市
民
・
事
業
者
の

皆
さ
ん
に
対
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
利
便

性
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇
木
山
市
政
３
期
12
年
の
総
括
に
つ
い
て

〇
職
員
の
定
年
前
の
退
職
に
係
る
課
題
と

　
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て

五
ご

島
しま

　誠
まこと

 議員

前
まえ

田
だ

　智
ち え

永 議員

答
❶
今
年
度
４
月
か
ら
８
月
末
ま
で

の
実
利
用
者
数
は
69
人
で
あ
り
、

延
べ
利
用
回
数
は
５
１
２
回
で
あ
る
。

　

利
用
目
的
と
し
て
は
、
４
７
８
回
が
通

院
、
残
り
34
回
が
買
い
物
な
ど
の
日
常
生

高
齢
者
の
外
出
支
援
に
つ
い
て

活
支
援
と
な
っ
て
い
る
。

　

❷
令
和
４
年
３
月
に
、
地
域
の
輸
送
資

源
を
総
動
員
し
て
移
動
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
取
り
組
み
を
促
す
た
め
、「
高
齢
者
の
移

動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
の
制
度
・
事
業

モ
デ
ル
」
が
国
か
ら
示
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
全
国
的
に
地
域
で
の
移
動
資

源
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
状
況
を

鑑
み
、
国
は
本
年
３
月
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

な
ど
の
果
た
す
役
割
を
補
完
す
る
た
め
、

改
め
て
許
可
・
登
録
を
要
し
な
い
運
送
に

つ
い
て
の
考
え
方
を
整
理
し
、「
道
路
運
送

法
に
お
け
る
許
可
又
は
登
録
を
要
し
な
い

運
送
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成

し
、
地
域
に
お
け
る
自
発
的
な
取
り
組
み

を
促
し
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、「
お
で
か
け
応
援
隊
」
の
ほ

か
に
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
よ
る
福
祉
タ

ク
シ
ー
や
介
護
保
険
制
度
の
通
院
等
乗
降

介
助
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
援
助
が
必
要
な

高
齢
者
の
外
出
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
「
お
で
か
け
応
援
隊
」
の
方
向

性
を
踏
ま
え
、「
庄
原
市
地
域
公
共
交
通
計

画
」
に
基
づ
き
、
自
治
振
興
区
や
交
通
事

業
者
等
と
の
連
携
を
図
る
な
か
で
、
高
齢

者
の
移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

問
❶
高
齢
に
な
っ
て
も
、
障
害
が

あ
っ
て
も
、
い
ま
ま
で
暮
ら
し
て

き
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
に

は
、通
院
、買
い
物
な
ど
に
伴
う
「
移
動・

外
出
」
が
欠
か
せ
な
い
。

　
本
市
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
お

で
か
け
応
援
隊
」
事
業
で
高
齢
者
の
外
出

支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
現
在
の
利
用
状
況
を
伺
う
。

　
❷
市
民
と
語
る
会
で
「
お
で
か
け
応
援

隊
」
が
廃
止
さ
れ
る
た
め
、
高
齢
者
の
移

動
手
段
が
危
機
的
状
況
だ
と
伺
っ
た
。

　
あ
ん
し
ん
が
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
、
旧
町
ご
と
に
福
祉
車
両
を
早

急
に
整
備
し
、
維
持
管
理
費
も
含
め
た
支

援
を
行
政
が
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解

を
伺
う
。
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一般質問
ここが聞きたい！

一般質問
の動画は�

▲

こちらから

答
基
金
の
一
括
管
理
は
、
運
用
収
入

の
配
分
の
明
確
化
な
ど
、
新
た
な

ル
ー
ル
作
り
が
必
要
と
な
る
こ
と
や
、
近

年
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
が
起
き
た
場
合

の
資
金
需
要
に
対
す
る
基
金
か
ら
の
繰
り

入
れ
等
も
考
慮
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
一
括
管
理
に
よ
る
基
金
運
用
は
、
今
後
、

調
査
・
研
究
を
行
う
中
で
慎
重
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

基
金
運
用
に
つ
い
て

政
まさ

野
の

　太
ふとし

 議員

一般質問
の動画は�

▲

こちらから

問
有
価
証
券
等
に
よ
る
自
主
財
源
確

保
の
た
め
に
新
た
に
資
金
運
用
管

理
方
針
を
定
め
、
基
金
の
一
括
管
理
を
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

問
❶
職
員
採
用
の
年
齢
制
限
緩
和
や
、

社
会
人
枠
を
設
け
る
な
ど
、
新
た

な
取
り
組
み
を
進
め
る
と
き
だ
と
思
う
が
、

見
解
を
伺
う
。

　
❷
人
材
確
保
、
人
口
流
出
防
止
の
観
点

答
❶
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
伴
い
、

民
間
と
の
人
材
獲
得
競
争
が
激
し

さ
を
増
し
て
い
る
中
で
、
採
用
試
験
の
年

齢
制
限
の
見
直
し
や
、
新
た
な
採
用
枠
の

設
定
な
ど
、
応
募
条
件
を
拡
充
す
る
自
治

体
が
増
加
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
本
市
は
、
応
募
要
件
等
に
つ
い
て
、「
庄

原
市
人
材
育
成
基
本
方
針
」
の
改
定
に
合

わ
せ
て
、
検
討
し
て
い
く
。

　

❷
募
集
に
あ
た
り
、
年
齢
要
件
に
つ
い

て
、「
前
期
募
集
」
で
は
20
歳
以
上
を
、「
後

期
募
集
」
で
は
18
歳
以
上
を
対
象
と
し
て

お
り
、
高
校
卒
業
か
ら
短
期
大
学
等
を
卒

業
さ
れ
た
方
を
含
む
、
18
歳
か
ら
30
歳
ま

で
の
方
が
応
募
で
き
る
要
件
と
し
て
い
る
。

　

本
市
の
一
般
事
務
職
の
採
用
試
験
で
は
、

受
験
者
の
年
齢
と
学
歴
に
応
じ
た
階
層
別

試
験
は
実
施
し
て
お
ら
ず
、
資
格
を
満
た

す
方
は
広
く
応
募
で
き
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
毎
年
、
18
歳
か
ら
21
歳
ま
で
の
若
年

者
に
受
験
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
全
国
大
会
等
出
場
壮
行
式
の
対
象
拡
大

　
に
つ
い
て

本
市
職
員
採
用
に
つ
い
て

か
ら
一
般
事
務
職
に
つ
い
て
、
18
歳
か
ら

21
歳
ま
で
を
対
象
と
し
た
採
用
枠
を
設
け

て
は
ど
う
か
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

発
酵
食
品
文
化
の
中
心
に
漬
物
に

特
化
し
た
特
産
品
づ
く
り
を

答
❶
法
改
正
に
加
え
高
齢
化
等
も
あ

り
、
個
人
で
の
出
荷
者
が
大
幅
な

減
少
と
な
っ
て
い
る
が
、
中
に
は
、
団
体

に
加
入
し
て
生
産
・
出
荷
を
継
続
さ
れ
て

い
る
方
も
お
ら
れ
る
。

　

❷
地
域
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
漬
物
の

継
承
に
向
け
て
、
出
荷
者
協
議
会
を
は
じ

め
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

坂
さかもと

本　義
よしあき

明 議員

問
６
月
１
日
か
ら
漬
物
製
造
業
が

「
営
業
許
可
制
」
と
な
っ
た
。

　
❶
産
直
市
へ
の
出
荷
に
係
り
生
産
者

が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
さ
れ
て
い
る
の

か
伺
う
。

　
❷
漬
物
文
化
は
中
山
間
地
域
の
文
化

財
産
で
あ
る
。
生
産
・
出
荷
さ
れ
て
い
る

方
へ
支
援
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解

を
伺
う
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
は
、
広
島
菜
を
特
産
品

と
し
て
事
業
化
さ
れ
て
久
し
い
が
、
漬
物

の
特
産
化
に
向
け
た
協
議
を
す
る
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

答
❶
教
員
配
置
は
小
中
学
校
共
に
充

足
し
て
い
る
が
、
中
学
校
の
場
合
、

授
業
時
間
の
関
係
で
、
教
員
が
複
数
校
を

兼
務
す
る
こ
と
や
、
非
常
勤
講
師
が
指
導

す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

❷
市
美
展
に
小
中
学
校
の
作
品
を
出
展

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
中
学
生

が
県
美
展
に
応
募
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
、

特
に
関
心
の
高
い
中
学
校
の
美
術
部
な
ど

の
取
り
組
み
も
含
め
て
、
ど
う
い
っ
た
整

理
が
で
き
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
漬
物
製
造
業
の
営
業
許
可
を
受

け
る
た
め
に
必
要
な
手
洗
い
整
備
等
に
つ

い
て
、
国
の
支
援
制
度
の
活
用
や
、
市
の

補
助
事
業
の
拡
充
も
含
め
た
検
討
を
行
っ

て
い
く
。

感
性
を
伸
ば
す
芸
術
教
育
の
推
進

に
つ
い
て

問
本
市
は
感
性
を
生
か
し
た
美
術
教

育
の
推
進
に
は
、
都
市
部
に
勝
る

部
分
が
あ
り
、
美
術
教
育
を
さ
ら
に
進
め

る
べ
き
と
思
う
。

　
❶
小
中
学
校
で
の
図
工
又
は
美
術
に
お

け
る
指
導
者
の
配
置
は
充
足
し
て
い
る
の

か
伺
う
。

　
❷
市
美
展
等
を
小
学
校
・
中
学
校
の
出

展
、
発
表
の
場
と
し
て
活
用
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。
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一般質問
ここが聞きたい！

一般質問
の動画は�

▲

こちらから

一般質問
の動画は�

▲

こちらから

問
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

方
針
」
で
は
、
中
央
教
育
審
議
会

「
審
議
の
ま
と
め
」
を
踏
ま
え
、
２
０
２

５
年
度
通
常
国
会
に
教
職
員
調
整
額
の
水

準
や
各
種
手
当
の
見
直
し
な
ど
、
給
特
法

の
改
正
案
を
提
出
す
る
と
し
て
お
り
、
文

部
省
が
１
兆
５
８
０
７
億
円
の
概
算
要
求

を
行
っ
た
こ
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
改
正
が
実
現
で
き
れ
ば
、
本
市
の

教
育
条
件
整
備
に
つ
い
て
も
大
き
く
前
進

す
る
と
考
え
る
が
教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
中
央
教
育
審
議
会
が
、
令
和
６
年

８
月
27
日
に
「
令
和
の
日
本
型
学

校
教
育
」
を
担
う
質
の
高
い
教
師
確
保
の

た
め
の
、
環
境
整
備
に
関
す
る
総
合
的
な

方
策
に
つ
い
て
答
申
を
出
し
た
。

　

中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え
た

国
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
に
つ
い
て
、
今
後
の

展
開
を
注
視
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

県
教
育
委
員
会
と
も
連
携
し
、
子
供
に

と
っ
て
よ
り
よ
い
教
育
の
創
造
が
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇
「
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
」
の
今
後
に

　
つ
い
て

〇
本
市
中
学
校
と
県
立
高
校
の
連
携
の
推

　
進
の
あ
り
方
に
つ
い
て

宇
う え だ

江田豊
とよひこ

彦 議員

答
本
市
で
使
用
し
て
い
る
財
務
会
計・

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
来
年
度

末
に
更
新
時
期
が
到
来
す
る
こ
と
か
ら
、

新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
あ
わ
せ
、
電

子
決
裁
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い

く
。 電

子
決
裁
の
導
入
に
つ
い
て

問
市
長
は
、
本
年
度
施
政
方
針
で
効

果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営
と
し

て
、「
本
庁
支
所
間
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
住
民
相
談
窓
口
の
試
験
的
導
入
や

窓
口
申
請
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
拡
大
な
ど
に
取
り
組
み
、
誰
も

が
デ
ジ
タ
ル
の
恩
恵
を
享
受
で
き
る
仕
組

み
を
導
入
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
情
勢
に
対
応
し

た
機
動
的
政
策
推
進
が
必
要
で
あ
り
、
行

政
執
行
の
停
滞
を
防
ぐ
方
法
と
し
て
検
討

す
べ
き
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

問
市
の
施
策
は
大
所
高
所
か
ら
将
来

を
見
据
え
て
行
う
こ
と
は
大
切
で

あ
る
が
、
多
く
の
市
民
は
、
今
す
ぐ
に
対

応
し
て
欲
し
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
多
く

あ
る
。

　
夜
間
の
タ
ク
シ
ー
対
策
に
つ
い
て
昨
年

12
月
定
例
会
で
質
問
し
た
が
、
飲
食
業
に

多
く
の
影
響
が
出
て
お
り
、
庄
原
市
街
地

で
は
一
部
民
間
に
新
た
な
動
き
が
見
え
る
。

　
市
と
し
て
夜
間
タ
ク
シ
ー
対
策
を
と
る

べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
本
市
が
参
画
す
る
庄
原
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

検
討
協
議
会
で
は
、
庄
原
地
域
に

お
け
る
夜
間
の
移
動
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
交

通
手
段
を
検
証
す
る
た
め
、
国
の
補
助
事

業
を
活
用
し
た
デ
マ
ン
ド
バ
ス
や
、
一
般

ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
自
家
用
自
動
車
有
償

運
送
の
実
証
運
行
を
始
め
ら
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
市
内
の
交
通
事
業
者
の
現

状
を
把
握
し
、
関
係
者
の
意
見
を
伺
う
中

答
本
調
査
に
よ
る
課
題
分
析
な
ど
に

よ
り
、
西
城
市
民
病
院
の
維
持
継

続
の
必
要
性
、
将
来
的
な
役
割
や
機
能
も

整
理
し
て
い
く
。

　

調
査
事
業
の
進
捗
状
況
は
、
委
託
業
者

と
調
査
内
容
な
ど
の
詳
細
の
整
理
を
行
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

専
門
家
の
招
へ
い
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
行
う
調
査
事
業
の
結
果
な
ど
を
基
に
、

具
体
的
な
対
策
の
検
討
・
実
施
に
際
し
て
、

当
地
域
の
医
療
に
知
見
を
有
す
る
方
な
ど

を
基
本
に
、
今
後
検
討
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
市
民
が
健
康
に
な
る
制
度
の
活
用
を

問
庄
原
市
立
西
城
市
民
病
院
の
建
て

替
え
に
つ
い
て
は
、
市
長
は
検
討

す
る
旨
を
答
弁
さ
れ
、
本
年
度
西
城
市
民

病
院
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
に
係
る
調
査

事
業
の
予
算
を
措
置
さ
れ
た
。

　
当
該
事
業
の
進
捗
状
況
と
提
案
事
項
に

つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

赤
あか

木
ぎ

　忠
ただのり

德 議員

庄
原
市
の
緊
急
的
な
問
題
を
横
断

的
に
対
応
す
る
部
署
の
必
要
性
に

つ
い
て

で
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
調
査
・
研
究

し
て
い
く
。

庄
原
市
の
医
療
に
係
る

調
査
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
の
集
中
改
革
と

本
市
教
育
条
件
整
備
に
つ
い
て
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子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
な

通
学
支
援
に
つ
い
て

答
❶
小
中
学
校
の
通
学
は
徒
歩
通
学

を
基
本
と
し
、
小
中
学
校
の
適
正

松
まつもと

本みのり 議員

配
置
に
伴
い
通
学
距
離
が
長
く
な
る
子
供

に
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
ス
ク
ー
ル
タ
ク

シ
ー
な
ど
の
通
学
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
保
護
者
の
判
断
に
よ
る
自

家
用
車
送
迎
を
す
る
と
き
、
通
学
距
離
が

片
道
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
小
学
生
の

保
護
者
に
対
し
て
は
、
通
学
補
助
金
に
よ

る
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

　

❷
今
後
も
基
本
的
な
考
え
方
の
中
で
通

学
及
び
通
学
支
援
を
行
う
。

　

な
お
、
近
年
、
交
通
事
業
者
の
実
態
な

ど
に
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ

れ
か
ら
の
通
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て
関
係

部
局
と
も
連
携
し
、
研
究
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

❸
本
年
度
か
ら
Ｊ
Ｒ
利
用
促
進
事
業
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
芸
備
線
通
学
支

援
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
は
、
通
学
定
期

券
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
で

芸
備
線
の
利
用
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

利
用
状
況
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
主
眼
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。　

　

今
後
は
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
意
見
を
と
り
ま
と
め
、
芸
備
線
再
構
築

協
議
会
に
提
案
し
、
芸
備
線
の
日
常
利
用

の
利
便
性
向
上
に
資
す
る
実
証
事
業
の
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

引
き
続
き
、
高
校
生
の
通
学
を
含
む
市

民
の
移
動
を
確
保
す
る
た
め
、
バ
ス
事
業

者
な
ど
へ
の
運
行
経
費
に
対
す
る
必
要
な

支
援
を
行
う
中
で
、
地
域
公
共
交
通
体
系

の
維
持
に
努
め
て
い
く
。

問
全
て
の
子
供
た
ち
は
、
ど
こ
に
暮

ら
し
て
い
て
も
、
保
護
者
の
健
康

状
態
や
経
済
状
態
な
ど
、
周
り
の
あ
ら
ゆ

る
状
況
に
関
わ
ら
ず
、
安
心
・
安
全
な
通

学
が
出
来
る
よ
う
に
、
社
会
全
体
で
支

え
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
❶
市
内
小
中
学
校
の
う
ち
、
保
護
者

に
よ
る
送
迎
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る

エ
リ
ア
、
世
帯
が
ど
の
程
度
あ
る
か
。
そ

の
状
況
を
本
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
、
見
解
を
伺
う
。

　
❷
市
内
小
中
学
校
の
通
学
の
あ
り
方

を
全
体
的
に
見
直
す
た
め
、
通
学
の
あ
り

方
検
討
会
等
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
、
見

解
を
伺
う
。

　
❸
高
校
生
の
通
学
に
つ
い
て
、
芸
備
線

通
学
支
援
だ
け
で
な
く
、
バ
ス
通
学
者

等
へ
の
支
援
拡
充
の
考
え
は
な
い
の
か

伺
う
。

現
在
の
健
康
保
険
証
が
ど
う
変
わ
る

の
か
市
民
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

問
「
２
０
２
４
年
12
月
２
日
、
健
康

保
険
証
の
新
規
発
行
が
終
了
」
と

い
う
マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
報
道
で
、
マ
イ
ナ

保
険
証
を
持
っ
て
い
な
い
と
医
療
機
関

に
か
か
れ
な
く
な
る
の
か
と
い
っ
た
不

安
を
聞
く
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
任
意
取
得

で
あ
り
、
資
格
確
認
書
の
交
付
な
ど
、
市

民
へ
の
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
が
必

要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
広
報
し
ょ
う
ば
ら
７
月
号
へ
の
掲
載

や
、
８
月
の
健
康
保
険
証
の
一
斉
更

新
の
際
に
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
て

い
な
い
方
に
は
、
申
請
い
た
だ
く
こ
と
な

く「
資
格
確
認
書
」が
送
付
さ
れ
る
こ
と
な

ど
を
記
載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
、

す
べ
て
の
加
入
者
に
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
に

対
し
て
も
、
広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
か
ら
同
様
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
同

封
す
る
こ
と
で
、
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

藤
ふじ

木
き

百
ゆ り こ

合子 議員

答
国
は
、
令
和
元
年
12
月
に
、「
交
通

安
全
緊
急
対
策
に
係
る
車
両
安
全

対
策
の
措
置
方
針
」
を
定
め
、
安
全
運
転

サ
ポ
ー
ト
車
の
普
及
を
一
層
促
進
す
る
こ

と
と
し
た
。

　

令
和
２
年
１
月
に
自
動
車
の
保
安
基
準

を
改
定
し
、
令
和
３
年
11
月
か
ら
、
国
産

の
新
型
車
へ
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
の

装
着
義
務
化
を
開
始
し
、
令
和
２
年
３
月

か
ら
令
和
３
年
11
月
ま
で
の
間
、
65
歳
以

上
を
対
象
と
し
た
既
販
車
へ
の
後
付
け
安

全
運
転
支
援
装
置
の
設
置
や
、
安
全
運
転

サ
ポ
ー
ト
車
の
購
入
に
対
す
る
補
助
金
制

度
を
実
施
す
る
な
ど
、
現
在
も
安
全
運
転

サ
ポ
ー
ト
車
の
普
及
が
図
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
保
育
所
な
ど
の
施
設
に
お
け
る
紙
お
む

　
つ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
対
策

に
つ
い
て

問
市
は
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
高

齢
者
の
外
出
支
援
の
た
め
、
運
転

免
許
返
納
高
齢
者
支
援
事
業
を
さ
れ
て
い

る
が
、
移
動
手
段
と
し
て
欠
か
せ
な
い
自

動
車
を
乗
り
続
け
て
い
る
高
齢
者
も
多
い
。

　
後
付
け
の
安
全
運
転
支
援
装
置
購
入
・

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
、
安
全
意
識

を
高
め
て
は
ど
う
か
と
考
え
る
が
見
解
を

伺
う
。
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島
根
原
子
力
発
電
所
再
稼
働
に

関
す
る
避
難
計
画
に
つ
い
て

答
島
根
原
子
力
発
電
所
で
原
子
力
災

害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
島
根
県

が
平
成
24
年
に
「
原
子
力
災
害
に
備
え
た

島
根
県
広
域
避
難
計
画
」
を
策
定
し
、
広

島
県
で
は
、
島
根
県
と
締
結
し
た
「
原
子

力
災
害
時
等
に
お
け
る
広
域
避
難
に
関

す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、
県
内
22
市
町
が
、

一
時
避
難
先
自
治
体
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。

　

本
市
は
、
松
江
市
八
雲
地
区
の
住
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
り
、
令
和
４
年
２

月
に
、
避
難
所
等
の
開
設
手
順
等
を
定
め

福
ふくやま

山　権
けん

二
じ

 議員

た
、「
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
広
域
避
難

等
に
係
る
避
難
経
由
所
・
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
す
る
と
と
も
に
、
避
難
所
候
補

施
設
及
び
避
難
経
由
所
を
訪
問
し
、
施
設

管
理
者
等
に
詳
細
を
説
明
す
る
中
で
、
意

見
交
換
等
も
行
い
、
受
入
体
制
に
つ
い
て

ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

訓
練
等
で
は
、
島
根
県
が
毎
年
度
実
施

す
る
通
信
連
絡
訓
練
の
ほ
か
、
広
島
県
内

の
市
町
を
順
次
指
定
し
て
実
施
さ
れ
る
広

域
避
難
訓
練
の
視
察
や
、
評
価
報
告
等
を

踏
ま
え
た
自
治
体
間
の
情
報
共
有
等
を
行

う
と
と
も
に
、
本
市
で
の
実
施
を
要
請
し

て
い
る
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、
島
根
県
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
原
子
力
災
害
に
備
え

た
島
根
県
広
域
避
難
計
画
」
に
定
め
た
避

難
方
法
等
は
、
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
を

前
提
と
し
て
お
り
、
令
和
６
年
12
月
の
再

稼
働
に
伴
う
見
直
し
は
行
わ
な
い
と
の
こ

と
か
ら
、
変
更
は
し
な
い
。

　

な
お
、
島
根
県
に
お
い
て
、
毎
年
度
、

広
域
避
難
計
画
附
属
資
料
の
避
難
ル
ー
ト

や
受
け
入
れ
先
自
治
体
の
避
難
所
施
設
の

更
新
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。

問
先
の
一
般
質
問
の
な
か
で
、
島
根

原
発
再
稼
働
の
前
提
条
件
と
し
て
、

事
故
発
生
時
の
避
難
計
画
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
後
、
本
年
12
月
に

島
根
原
子
力
発
電
所
２
号
機
の
再
稼
働
が

迫
っ
て
い
る
今
、
ど
の
よ
う
に
避
難
計
画

が
策
定
さ
れ
、
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
避
難

者
受
け
入
れ
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の

か
伺
う
。

答
❶
本
市
は
、
稲
作
が
主
要
な
生
産

品
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
家
所

得
の
向
上
を
図
る
た
め
、
庄
原
産
米
の
ブ

ラ
ン
ド
化
推
進
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

ま
た
、
水
田
活
用
や
多
面
的
機
能
の
維

持
を
図
る
た
め
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
な
ど
の
支
援
等
を
、
国
に
対
し
要

望
を
継
続
す
る
。

答
現
在
の
22
自
治
振
興
区
に
再
編
さ

れ
る
中
、
組
織
強
化
や
活
動
拠
点

の
整
備
等
を
支
援
し
、
各
振
興
区
で
は
、

生
涯
学
習
や
地
域
防
災
、
生
活
交
通
、
高

齢
者
福
祉
な
ど
各
地
域
の
課
題
解
決
を
め

ざ
し
た
住
民
自
治
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
自
治
振
興
区
の
運
営
や
活

動
に
対
し
て
の
支
援
を
継
続
し
、
地
域
課

題
等
に
対
し
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、

参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
。

谷
たにぐち

口　隆
たかあき

明 議員

主
食
で
あ
る
コ
メ
の
生
産
と
需
要・

価
格
の
安
定
及
び
食
料
支
援
の
強

化
に
つ
い
て

　

❷
生
活
保
護
に
至
ら
な
い
世
帯
等
に
は
、

世
帯
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
実
施
し
て
い

る
。

　

経
済
的
な
問
題
等
で
食
べ
る
も
の
に

困
っ
て
い
る
世
帯
の
支
援
は
、
一
時
生
活

支
援
事
業
と
し
て
、
庄
原
市
社
会
福
祉
協

議
会
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
食
料
提
供
支

援
事
業
が
あ
り
、
一
時
的
あ
る
い
は
日
常

的
に
食
料
が
な
い
世
帯
に
提
供
さ
れ
て
い

る
。

「
改
正
地
方
自
治
法
」
へ
の
対
応

に
つ
い
て

問
❶
庄
原
市
の
市
長
と
し
て
、
国
に

対
し
て
米
の
生
産
と
需
要
・
価
格

を
安
定
さ
せ
る
こ
と
、
水
田
つ
ぶ
し
で
は

な
く
、
水
田
の
生
産
力
、
環
境
維
持
の
力

を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
を
強
く
働
き
か

け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
見
解

を
伺
う
。

　
❷
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
本
格

的
な
食
料
支
援
を
国
に
働
き
か
け
る
と
と

も
に
、
市
独
自
で
給
食
費
の
無
償
化
な
ど

何
ら
か
の
直
接
支
援
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
、
見
解
を
伺
う
。

問
地
方
自
治
法
の
改
正
で
「
指
定
地

域
共
同
活
動
団
体
」
制
度
が
盛
り

込
ま
れ
た
が
、
本
市
で
は
、
ま
ず
自
治
振

興
区
活
動
の
成
果
と
課
題
、
行
政
と
し
て

今
後
の
方
向
性
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
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会
派
　
地
域
政
党
き
ず
な

庄
原
議
員
団

「
挑
戦
す
る
未
来
（
あ
な
た
）」

へ
の
応
援
と
投
資（
ひ
と
づ
く
り
）

人
口
減
少
を
起
因
と
す
る
本
市
の

各
課
題
解
決
の
た
め
、
子
育
て
・

教
育
に
つ
い
て
は
徹
底
的
に
取
り

組
む
こ
と
。
ほ
か

何
歳
に
な
っ
て
も
満
た
さ
れ
る
生

き
が
い
（
人
材
づ
く
り
）

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
公
共
交
通

体
系
を
構
築
し
、
免
許
返
納
後
も

行
動
範
囲
が
維
持
で
き
、
心
身
と

も
に
健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち
充

実
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
な
公

共
交
通
環
境
を
整
え
る
こ
と
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
存
続
に
向

け
た
市
民
意
識
の
向
上
、
関
心
を

集
め
る
た
め
の
施
策
を
市
と
し
て

進
め
る
と
同
時
に
ま
ち
づ
く
り
と

し
て
取
り
組
む
こ
と
。

命
を
守
る
創
造
農
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
ま
ち
づ
く
り
）

森
林
環
境
税
を
活
用
し
て
境
界
明

確
化
事
業
を
速
や
か
に
市
内
全
域

で
実
施
す
る
こ
と
と
、
自
伐
型
林

家
の
育
成
を
図
る
こ
と
。
ほ
か

ま
つ
り
ご
と
の
中
心
に
な
れ
る
地

域
住
民
自
治
拠
点
づ
く
り
（
地
域

づ
く
り
）

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
自
治
振
興
区
の
取
り

組
み
を
支
援
し
、
持
続
可
能
な
地

域
を
作
り
、
ま
た
そ
の
活
性
化
を

推
進
す
る
こ
と
。

　

各
地
域
が
地
域
特
性
を
生
か
し
、

法
人
化
や
経
済
活
動
も
含
め
て
、

ま
た
、
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協

同
組
合
制
度
な
ど
の
事
業
も
活
用

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
体
制
を
支

援
す
る
こ
と
。

市
民
協
働
が
実
践
で
き
る
庄
原
市

組
織
の
活
性
（
仕
組
み
づ
く
り
）

市
役
所
職
員
が
い
き
い
き
と
職
務

に
専
念
で
き
る
職
場
環
境
を
整
え

る
と
と
も
に
、
市
民
に
や
さ
し
い

心
通
う
行
政
組
織
の
構
築
を
図
る

こ
と
。
ほ
か

会
派
　
　
　
　
結

鳥
獣
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
処
理
施
設
に
お
け
る
シ

カ
の
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
、
イ

ノ
シ
シ
も
含
め
た
処
理
規
模
を
拡

大
さ
れ
た
い
。
ほ
か

森
林
政
策
の
強
化
に
つ
い
て

森
林
環
境
譲
与
税
の
有
効
な
活
用

策
を
検
討
し
、
市
民
に
広
報
す
る

中
で
森
林
整
備
に
努
め
ら
れ
た
い
。

ほ
か

積
極
的
な
移
住
・
定
住
策
に
よ
る

街
の
活
性
化
と
人
口
増
加
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

移
住
・
定
住
策
は
、
就
業
場
所
の

確
保
や
市
営
住
宅
の
活
用
を
含
め

た
支
援
策
を
進
め
ら
れ
た
い
。
ま

た
、
市
営
宅
地
は
住
宅
を
建
て
て

活
用
さ
れ
た
い
。

　

協
同
組
合
庄
原
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
ジ
ョ
イ
フ
ル
ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｅ

に
つ
い
て
は
、
街
の
活
性
化
の
た
め
、

存
続
に
向
け
た
協
力
を
さ
れ
た
い
。

認
知
症
の
正
し
い
知
識
と
理
解
を

深
め
る
た
め
の
施
策
の
充
実
を

「
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る

た
め
の
認
知
症
基
本
法
」、
通
称

「
認
知
症
基
本
法
」
が
令
和
５
年

６
月
に
公
布
さ
れ
、
７
つ
の
基
本

理
念
と
８
つ
の
主
な
基
本
的
施
策

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
基
本
法
は
認
知
症
の
人
が

希
望
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

つ
く
る
た
め
の
法
律
で
あ
り
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
認
知
症
に
対
す

る
正
し
い
知
識
を
得
て
、
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

講
演
会
の
み
な
ら
ず
、
当
事
者
の

出
演
す
る
映
像
に
よ
る
啓
発
等
、
よ

り
有
効
的
な
施
策
を
実
施
さ
れ
た
い
。

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て

特
に
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
は
、
孤

立
に
よ
る
不
安
感
を
は
じ
め
、
様
々

な
機
能
低
下
に
よ
り
要
支
援
・
要

介
護
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。
地
域
社
会
と
の
つ
な

が
り
が
確
保
さ
れ
、
安
心
し
て
日

常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
な
お
一
層

の
取
り
組
み
の
強
化
を
さ
れ
た
い
。

会
派
　
日
本
共
産
党

住
民
本
位
の
市
政
、
民
主
的
で
効

率
的
な
行
財
政
運
営
を
行
う
こ
と

「
庄
原
市
人
材
育
成
基
本
方
針
」

に
立
ち
返
り
、
全
体
の
奉
仕
者
と

し
て
の
専
門
職
に
ふ
さ
わ
し
い
職

員
を
育
て
る
民
主
的
で
計
画
的
な

人
事
行
政
や
職
員
研
修
を
行
う
こ

と
。
ほ
か

住
民
負
担
増
な
ど
社
会
保
障
の
後

退
は
さ
せ
ず
、
暮
ら
し
と
福
祉
を

守
る
こ
と

全
国
知
事
会
の
提
言
の
よ
う
に
、

国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
の
割

合
を
段
階
的
に
増
や
す
よ
う
国
に

強
く
求
め
る
こ
と
。
ほ
か

地
域
経
済
を
振
興
し
、
安
定
し
た

雇
用
を
拡
大
す
る
こ
と

主
食
で
あ
る
米
の
生
産
等
、
安
心

し
て
農
業
が
続
け
ら
れ
る
価
格
保

障
・
所
得
補
償
を
政
府
に
強
く
求

め
る
と
と
も
に
、
庄
原
の
地
に

あ
っ
た
有
機
農
業
の
支
援
な
ど

「
国
連
家
族
農
業
の
10
年
」の
具
体

化
と
推
進
を
は
か
る
こ
と
。
ほ
か

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を
保

障
す
る
教
育
を
進
め
、
庄
原
市
な

ら
で
は
の
子
育
て
応
援
施
策
に
取

り
組
む
こ
と

一
昨
年
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
に
取
り
組
み
、
所
得

制
限
も
な
く
し
て
前
進
し
て
い
る

が
、
一
部
負
担
金
の
廃
止
も
検
討

す
る
こ
と
。
ほ
か

災
害
対
応
な
ど
に
つ
い
て

地
域
の
避
難
所
の
設
置
や
運
営
は
、

自
治
振
興
区
等
地
元
関
係
者
、
女

性
、
生
活
弱
者
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
よ
く
聞
い
て
、
常
に
改
善
を

図
っ
て
い
く
こ
と
。
ほ
か

会
派
　
市 

民 

の 

会

産
業
政
策

市
行
政
の
企
画
に
よ
る
有
害
鳥
獣

会
派
等
の
要
望（
要
旨
）

　
来
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
各
会
派
が
、
市
長
に
対

し
て
要
望
を
行
い
ま
し
た
。一
部
を
要
望
順
に
掲
載
し
ま
す
。
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対
策
事
業
は
一
定
の
成
果
を
獲
得

し
て
い
る
が
、
近
年
、
中
山
間
地

の
人
口
減
が
加
速
し
て
お
り
、
並

行
的
に
有
害
鳥
獣
の
増
加
も
著
し

い
状
況
で
あ
る
。

　

イ
ノ
シ
シ
、
鹿
、
サ
ル
、
ヌ
ー

ト
リ
ア
、
カ
ラ
ス
、
ア
ナ
グ
マ
等

の
被
害
は
拡
大
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
を
踏
ま
え
、
市
民
生
活
に

と
っ
て
有
害
鳥
獣
対
策
の
重
要
性

は
高
ま
っ
て
い
る
。

　

市
行
政
と
し
て
有
害
鳥
獣
の
捕

獲
対
策
と
し
て
、
主
に
庄
原
市
有

害
鳥
獣
捕
獲
班
に
よ
る
捕
獲
を

行
っ
て
お
り
、
基
本
的
に
猟
友
会

に
委
託
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

そ
の
成
果
を
評
価
し
つ
つ
、
市

行
政
担
当
課
（
林
業
振
興
課
）
に

「
有
害
鳥
獣 

対
策
係
」
を
新
設

し
て
対
応
を
一
層
促
進
す
べ
き
で

あ
る
。

行
政
・
ま
ち
づ
く
り
政
策

職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
労
働
現
場
に

お
い
て
そ
の
影
響
は
計
り
知
れ
な

い
段
階
に
あ
る
。

　

ま
た
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
が
広
が
り
、
社
会
不
安
の
深

化
に
深
く
影
響
し
て
い
る
と
認
識

さ
れ
る
が
、
と
り
わ
け
、
市
役
所

な
ど
公
的
サ
ー
ビ
ス
機
関
の
職
員

が
う
け
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
は
そ
の
頻
度
、
強
度
と
も
放
置

で
き
な
い
段
階
に
あ
る
と
い
え
る
。

　

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
庄
原
市

は
「
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
条
例
の
制
定
」
を
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。
ほ
か

社
会
保
障
・
子
育
て

今
年
は
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」

が
国
連
で
採
択
さ
れ
て
35
年
、
日

本
政
府
が
批
准
し
て
30
年
と
い
う

節
目
を
迎
え
て
い
る
。
現
在
、
こ

の
条
約
締
結
国
は
１
９
６
か
国
と

な
り
、
日
本
政
府
も
批
准
し
た
以

降
、
こ
の
条
約
を
国
政
で
実
行
す

る
具
体
的
対
策
は
、
地
方
自
治
体

で
関
係
条
例
を
制
定
す
る
段
階
に

あ
る
。

　

庄
原
市
も
早
期
に
関
係
条
例
を

制
定
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
ほ
か

会
派
　
里
山
み
ら
い
会
議

関
係
人
口
・
交
流
人
口
の
増
加
の

取
組
で
、
賑
わ
う
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
を
！！

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
を
図
ら
れ

た
い
。
ほ
か

市
民
生
活
の
向
上
と
地
域
経
済
の

活
力
を
取
り
戻
す
た
め
、
農
林
業

と
商
工
業
の
振
興
を
！！

農
林
業
の
振
興
推
進
を
図
ら
れ
た

い
。
ほ
か

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

整
備
と
、
結
婚
・
子
育
て
に
前
向

き
な
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
！！

高
齢
者
福
祉
の
柔
軟
化
を
図
ら
れ

た
い
。
ほ
か

本
市
独
自
の
魅
力
あ
る
教
育
の
実

現
で
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

学
べ
る
環
境
づ
く
り
の
推
進
を
！！

さ
ら
な
る
地
域
と
の
繋
が
り
の
充

実
を
図
ら
れ
た
い
。
ほ
か

会
派
に
所
属
し
な
い
議
員
は
の

う
ち
次
の
議
員
が
書
面
に
よ
る

要
望
を
行
い
ま
し
た
。
項
目
の

み
を
掲
載
し
ま
す
。

横
　
路
　
政
　
之

支
え
合
う
地
域
づ
く
り

●
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充

実
●
障
が
い
者
等
へ
の
支
援
強
化

●
子
育
て
支
援

●
自
殺
防
止
対
策
の
推
進

●
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

●「
協
働
」の
ま
ち
づ
く
り
か
ら

「
協
創
」の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
転

換
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

●
人
口
減
少
・
超
高
齢
化
社
会
へ

の
対
応

●
農
業
振
興

●
観
光
産
業
の
振
興

安
心
な
地
域
づ
く
り

●
地
域
防
災
・
減
災
対
策
へ
の
取

り
組
み

●「
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
改
革
」の
推

進
の
も
と
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
環
境
整
備

●「
慈
善
事
業
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

　
「
趣
味
」と
い
っ
た
人
の
多
様
な

活
動
を
通
じ
て「
誰
か
の
困
り
ご

と
」を
助
け
る
取
り
組
み
の
推
進

●
「
シ
ニ
ア
の
小
さ
な
活
動
」
の

推
進

●
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
等
、

熱
中
症
対
策
の
推
進

●
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の

助
成

●
単
身
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て

人
生
を
全
う
で
き
る
地
域
の
構
築

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

●
女
性
の
活
躍

●
若
者
の
活
躍

●
教
育
の
充
実

桂
　
藤
　
和
　
夫

●
「
少
子
高
齢
人
口
減
少
社
会
」

へ
の
対
応
と
本
市
の
能
動
的
生

き
残
り
政
策
の
推
進

●
子
育
て
・
教
育
の
拡
充

●
高
齢
者
・
障
が
い
者
等
へ
の
福

祉
政
策
に
つ
い
て

●
農
業
に
つ
い
て

●
林
業
の
活
性
化
策
に
つ
い
て

●
そ
の
他

吉
　
川
　
遂
　
也

●
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
及
び
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
等
、
利
用
運
動
施
設
の

充
実
に
つ
い
て

●
帝
釈
峡
ま
ほ
ろ
ば
の
里
整
備
事

業
に
つ
い
て

●
市
役
所
業
務
の
Ｄ
Ｘ
化
推
進
と

行
政
事
務
改
革
及
び
外
部
委
託

の
推
進
に
つ
い
て

前
　
田
　
智
　
永

●
福
祉
輸
送
の
環
境
整
備

●
農
業
者
所
得
向
上
の
た
め
の
取

り
組
み

●
子
育
て
支
援
の
充
実

●
本
庁
舎
の
整
備

※赤木忠德議員、藤原洋二議員、松本みのり議員は、今回、要望を行っていません。

庄原市議会会派一覧
市民の会 宇江田豊彦　福山　権二

結 堀井　秀昭　坂本　義明　近藤　久子
日本共産党 谷口　隆明　藤木百合子

地域政党きずな
庄原議員団

五島　　誠　國利　知史　林　　高正
徳永　泰臣

里山みらい会議 政野　　太　坪田　朋人

会派に所属
しない議員

赤木　忠德　横路　政之　桂藤　和夫
藤原　洋二　吉川　遂也　松本みのり
前田　智永




